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【1】事業実施の成果

１－１
受理面談申込総数
令和元（２０１９）年度は、５月１日に平成から令和に年号が変わった年である。
面会交流の支援受理面談申込総数は、昨年度と同じく９０件であった。面会交流の支援受理面談申込総数は、昨年度と同じく９０件であった。
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令和元（２０１９）年は、１０月と３月が受理面談数が多い。昨年度と比べると多い月にはバラツキが

１－２
受理面談の推移（平成３０年～令和元年）

令和元（２０１９）年は、１０月と３月が受理面談数が多い。昨年度と比べると多い月にはバラツキが
あることがわかる。
この背景に何か心に不安を抱いたりしたのではないかという疑問があり、災害を調べてみた。
この年は大型台風が多く、特に８月の１５号、１９号は大きな被害をもたらしている。この年は大型台風が多く、特に８月の１５号、１９号は大きな被害をもたらしている。
そして、３月は新型コロナウイルス（COVID-19）の世界的流行があった。

平成３０（２０１８）年の６月と８月の受理面談数が多い。
６月にマグ二チュード６．１の大阪北部地震、６月末から７月頭まで、西日本を中心にした豪雨という６月にマグ二チュード６．１の大阪北部地震、６月末から７月頭まで、西日本を中心にした豪雨という
災害が続いた。
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１－３
組織化した３年間の推移（平成２９年から令和元年）

平成２９年（２０１７）度に設立１０周年を迎え、びじっとの支援業務が次世代に引き継がれていくように
するため、組織内部の大改革を進め、永続性を求めて料金の値上げ、年会費の徴収となった背景するため、組織内部の大改革を進め、永続性を求めて料金の値上げ、年会費の徴収となった背景
が、だいぶ受理面談数に影響された印象を受ける。

また、面会交流支援団体の設立も増えてきているため、相談機関が増えているのもあるだろう。

こうして、３年間をグラフにしてみると、平成３０（２０１８）年から令和元（２０１９）年は、やはり、災害等
の社会情勢が背景にあるのかもしれないと現時点では考えられるのかもしれない。
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令和元（２０１９）年度の受理面談申込からわかる男性相談者が別居親か同居親か、女性相談者が別

１－４ 別居親・同居親の父母の受理面談時の比率

令和元（２０１９）年度の受理面談申込からわかる男性相談者が別居親か同居親か、女性相談者が別
居親か同居親かの比率になる。なお、父母のどちらからしか申し込みがなかったというケースもあるた
め、総数には相違がみられる。また、総数が受理面談総数より減ってるのは、同居・別居が不明な件数
を除いているため。
推移が分かるよう平成２９年度、平成３０年度版も併せて棒グラフとした。推移が分かるよう平成２９年度、平成３０年度版も併せて棒グラフとした。
令和元年度は昨年度に引き続き、男女の申し込み依頼数が均等であることがわかる。第３者機関の支
援役割が浸透し、成約率が高まってきたものと思われる。

令和元年度
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令和元年度の受理面談時は昨年度と同じく面会交流

１－５ 受理面談時の末子の年齢

令和元年度令和元年度の受理面談時は昨年度と同じく面会交流
支援を利用する末子の年齢で最も多いのが３歳から５
歳であった。

０歳から５歳の支援利用が５５人の６１％であり、未就

令和元年度

０～２歳 ３～５歳 ６～８歳

９～１１歳 １２～１４歳 １５～１８歳０歳から５歳の支援利用が５５人の６１％であり、未就
学児を持つ親の離婚が多い。

この点を鑑み、来年度は離婚にならないための予防的
な支援が重要になるものと考える。

3%
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【２】 面会交流支援

別居中ならびに離婚した父母が未成年者を養育する面会交流の支援を行った。延べ、６１５回。別居中ならびに離婚した父母が未成年者を養育する面会交流の支援を行った。延べ、６１５回。
３月は新型コロナウイルス感染症の世界的流行のため、連絡調整型以外の付き添い型・受け渡し型支
援を中止した。

２ー１ 面会交流支援形態２ー１ 面会交流支援形態

連絡調整型：１４３回 受け渡し型：２０９回 付き添い型：２６３回
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２－２
面会交流支援回数実績の推移（平成３０年度と令和元年度の比較）

平成３０年度と令和元年度を比較すると令和元年度は３月のコロナ禍を除いて、一年を通して安定し
た面会交流を行っている。
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【３】助成金事業

３－１

パルシステム神奈川ゆめコープ様から賛助金カンパをいた

【第20回】神奈川県夢コーポ
市民活動応援プログラム賛助金

パルシステム神奈川ゆめコープ様から賛助金カンパをいた
だいた。

頂きましたカンパ金にて、２０２０年１月２月にファミリーバイ
オレンス予防講座を開催することができた。
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３－２
「かながわボランタリー活動推進基金21」21

令和元年度ボランタリー活動奨励賞
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【４】 びじっとスタッフ研修／講座＆出張講演

４－１
びじっと内のスタッフ研修の様子。

日時：2019/04/20(土) 13:00～17:00

場所：新宿アイランドタワー場所：新宿アイランドタワー
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４－２
『沖縄共同養育支援センターわらび』(南城市)第１回⾯会交流支援員養成講習

日時：2019/07/07(日) 13:00～17:00

『沖縄共同養育支援センターわらび』(南城市)第１回⾯会交流支援員養成講習

沖縄県初の⾯会交流⽀援団体の養成講習
の一部に講師として登壇させて、代表の
古市が登壇した。

沖縄県の現状は、平成２５年に⾏われた
沖縄県ひとり親世帯等実態調査報告を参
考に、当時の調査で約３．３万世帯、⺟考に、当時の調査で約３．３万世帯、⺟
⼦⽗⼦世帯の９５％以上が⾯会交流を定
期的に実施できていない現状だというこ
と。

今回の講習には、わらび理事のメンバー
に加え、南城市の担当職員と南城市議員
も参加し、官と⺠の協働事業が益々必要も参加し、官と⺠の協働事業が益々必要
になると実感した。
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４－３
イベント型交流会開催イベント型交流会開催

日 時 ： 平成３０/０７/１５(月祝)

参加費 ： おとな ４，０００円
こども 無料

両親の離婚を経験する子どもたちと遊
yuiび場『結yui』の活動として、びじっとを利

用する子どもたちがスタッフたちと一緒
にバーベキュー等を楽しんだ。

会場は代表理事が副住職を勤める大法
寺をお借りした。

大法寺の子ども会と合同開催で行っ大法寺の子ども会と合同開催で行っ
た。
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イベント型交流会の様子

救命救急講習の様子。

救急車にも乗せていただいた。

長生郡市広域市町村圈組合消防本部長生郡市広域市町村圈組合消防本部
消防署の皆さまにお世話になった。
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BBQの様子。
肉も野菜もたくさん食べました。肉も野菜もたくさん食べました。
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母親学級の様子。

講師にＮＰＯ法人ファミリーサポートさくらんぼ代表の飯田和美さんをお招きした。
親は自分が育った環境をベースに子育てをする。育ったように子どもを育てる。
いい方変えると『自分が育ったようにしか子どもを育てられない』いい方変えると『自分が育ったようにしか子どもを育てられない』
だから、こどもは、育てられたようにしか育たないから、負の環境を引き継いでしまうのは必然。
それを絶ちきりたいとおもいながら、我が子と関わってる人も沢山いますが、親にあたえられた負の

財産は、なかなか払拭できず、ふとした言動にでて、親を責めるより、「やられて嫌だったのに、我が
子にしてしまった」と自分を責めてしまう。子にしてしまった」と自分を責めてしまう。
そんな自分を責めることより、いろんな人と関わってほしい。
子育ての基本は親だし家庭でありますが、他者とのかかわりが、子育てには必要不可欠だから、遠
慮なく周りにＳＯＳを発信してほしい。
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大人３名＋子ども４名の

利用者の皆さんが参加されました。 『うちの親、相変わらずダメだよ～』とか、『まった
く、なんで親っていうのは、自分の思い通りに子く、なんで親っていうのは、自分の思い通りに子
どもをコントロールしようとするのかね～』とか、
『うちの親、こないだ高血圧でぶっ倒れたんだよ』
とか、

びじっとを利用をしている子どもたちと大法寺の
子ども会の子どもたちで、賑やかに交流してい
た。 『うち、親父、亡くなったんだ』とか

父母の愚痴から介護、終末の話まで、気軽に話
せる相手がいるのは頼もしいかもしれない。

た。
後々には、 びじっとを利用していた子どもたちの
OB会が出来るかもしれないと思われる。
高校、大学帰りや会社帰りにOBで集まって、
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４－４ NPO法人自立生活センターさっぽろ 出張講演

『共同養育を支えるために』

日時：2019/08/25（日） 13:00～17：00
場所： NPO法人自立生活センターさっぽろ場所： NPO法人自立生活センターさっぽろ
講師：

「子の監護に関わる現状から考える今後の共同
養育支援」
ほりい総合法律事務所代表 堀井雄三先生ほりい総合法律事務所代表 堀井雄三先生

「共同養育における第三者機関の役割」
一般社団法人アイエムアイ代表 北川仁美先生

「DV・児童虐待と共同養育～面会交流支援の現
場から～」

一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援
センター代表 古市理奈先生センター代表 古市理奈先生
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４－５
ファミリーバイオレンス予防講座①

日時：2019/12/14(土)

13:00～17:0013:00～17:00

場所：新宿アイランドタワー

前半：前半：

「～産後クライシス～産褥期
について学ぼう」
講師：黒須恵助産師講師：黒須恵助産師

後半：
パネルディスカッションパネルディスカッション

びじっとを利用し、支援を卒
業された方々のトーク

この時の様子を東京新聞の記者さんに取材していただき、
後日、東京新聞と中日新聞に掲載された。
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４－６
ファミリーバイオレンス予防講座②

日時：2020/01/26(日)

15：00～18:0015：00～18:00

場所：大法寺

講演：『面会交流支援について』講演：『面会交流支援について』
講師：古市理奈

基調講演：基調講演：
「～産後クライシス～産褥期について学ぼう」
講師：黒須恵助産師

*講演後は来場者と座談会

【第20回】神奈川県夢コーポ20

市民活動応援プログラム賛助金
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４－７
ファミリーバイオレンス予防講座③

日時：2020/02/24(月祝)

15:00～18:0015:00～18:00

場所：大法寺

講演：『面会交流支援について』講演：『面会交流支援について』
講師：古市理奈

基調講演：基調講演：
「体罰禁止と子ども虐待防止のために」
講師：髙祖常子先生

*講演後は来場者と座談会

【第20回】神奈川県夢コーポ【第20回】神奈川県夢コーポ
市民活動応援プログラム賛助金
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【５】他団体交流＆勉強会

５－１ 「第２回面会交流団体関東懇親会＠横浜」

開催月日：2019年5月11日（土）14時00開始（13時30分集合）開催月日：2019年5月11日（土）14時00開始（13時30分集合）
16時00分終了予定（延長最大 16時30分）

テーマ「共同養育」「精神疾患のある親子への対応」

当法人も代表理事の古市
他スタッフ６名が参加した。他スタッフ６名が参加した。
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５－２ 『子どもとおとなのすまいる～ぷ』５－２ 『子どもとおとなのすまいる～ぷ』

日時 2019年6月1日（土）11：00～18：00
場所 イオンスタイル幕張ベイパーク

子ども関係の団体が集まり、ブースごとに取り
組みを紹介する。

当法人も代表理事の古市とスタッフ２名が参加
した。
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５－３ 第３回 面会交流支援団体フォーラム

日時 2019年6月1日（土）13：00～17：30（途中休憩20分あり）日時 2019年6月1日（土）13：00～17：30（途中休憩20分あり）
場所 立命館大学朱雀キャンパス２Ｆ ２０３号教室
第１部 経験交流
１ 困難ケースへの対応１ 困難ケースへの対応
２ 面会交流支援の枠組み～非弁行為の認識
３ 支援員を増やす方法
第２部 活動報告
１ 面会交流日程調整用サイト（ハッピーシェアリング）１ 面会交流日程調整用サイト（ハッピーシェアリング）
２ 自治体の面会交流支援事業委託の経緯（あゆみだした女性と子どもの会）
（岐阜市が４月から面会交流支援に予算を付けました）

３ 各団体から３ 各団体から

当法人も代表理事の古市が参加した。当法人も代表理事の古市が参加した。
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５－４ 2019年度第1回研修会のご案内

019年7月6日（土）11：00〜17：00
明治学院大学白金キャンパスにて2019年度第1回研修会を開催します。

3名の話題提供者（稲葉昭英会員（慶応義塾大学），菅原浩明会員（家事調停委員），上原裕之会員

（静岡大学地域法実務実践センター））から話題提供をいただいた後，フロアとの意見交換の時間を
多めに取り，会員相互の交流の場にしたいと考えております。多めに取り，会員相互の交流の場にしたいと考えております。

当法人も代表理事の古市が参加した。当法人も代表理事の古市が参加した。
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５－５ 第2回年次大会・総会

2019年10月19日（土）ー 20日（日）
明治学院大学白金キャンパス

大会テーマ：「離婚・再婚と子どもの育ち」

1日目

研究発表や会員企画ラウンドテーブル等，会員研究発表や会員企画ラウンドテーブル等，会員
の皆さまが発信

2日目2日目
二宮周平教授（立命館大学）の基調講演

大会企画シンポジウム
梶井祥子（札幌大谷大学 教授）梶井祥子（札幌大谷大学 教授）

横山和宏（静岡家庭裁判所沼津支部 家庭裁判
所調査官）
小泉道子（家族のためのADRセンター離婚テラスADR

代表）

（敬称略）をシンポジストにお招きし，話題提供を
行っていただく予定ですできる場を設けさせてい
ただきます。 当法人も代表理事の古市が参加した。

一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター
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当法人も代表理事の古市が参加した。



５－６ 面会交流支援全国協会設立シンポジウム

１．シンポジウムの概要：

〔タイトル〕子どものための面会交流支援～イギリス
から学ぶ〜
〔日時〕2019年11月10日（日）13時30分〜16時30分
〔場所〕早稲田大学８号館３Ｆ大会議室
〔主催〕
科研19H01432「親の別居・離婚における子の権利科研19H01432「親の別居・離婚における子の権利
保障システムの構築」
科研19K01412「多様な家族と面会交流制度のあり
方−社会調査に基づき考察する子どもの権利−」− −

〔共催〕
家族と法研究会
科研19K01438「DVの再加害防止に向けた法制度
の総合的研究」の総合的研究」

面会交流支援団体を認証する団体の準備面会交流支援団体を認証する団体の準備
会の会議に実務家のひとりとして当法人の
代表理事の古市が参加した。
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また、今年度は暴力・虐待撲滅をスローガンにファ
ミリーバイオレンス予防講座を定期的に開催した。

面会交流支援は別居・離婚後のことですが、そう面会交流支援は別居・離婚後のことですが、そう
なる前の夫婦のコミュニケーションを整理すること
で離婚にならずに済む家庭も増えるのではないだ
ろうかと思う。家庭が崩壊する前に夫婦のコミュニ
ケーションを学ぶことは重要と考える。ケーションを学ぶことは重要と考える。

ファミリーバイオレンス講座は来年度も定期的に
開催する予定としたい。
面会交流をめぐる社会の動きとしては、 （一社）面面会交流をめぐる社会の動きとしては、 （一社）面

会交流支援全国協会AccsJapanが設立されて、
面会交流支援団体の認証制度が確立されようとし
ている。これにより、面会交流支援団体の存在意

令和元（2019）年08月01日に（一社）びじっと・離婚
ている。これにより、面会交流支援団体の存在意
義が高まることを期待している。

私も面会交流支援団体を認証する団体の準備会
の会議に実務家のひとりとして参加している。

いま、面会交流支援を受けていた子どもの立場の

令和元（2019）年08月01日に（一社）びじっと・離婚

と子ども問題支援センターは設立１２周年を迎える
ことができました。

今年度は初めて助成金申請に挑み、神奈川県夢 いま、面会交流支援を受けていた子どもの立場の
方が支援スタッフとして関わり始めています。

いま、びじっとの支援を利用している子どもたち
も、近い未来に支援する側に回るのではないだろ

今年度は初めて助成金申請に挑み、神奈川県夢
コーポ市民活動応援プログラム賛助金と「かなが
わボランタリー活動推進基金21」令和元年度ボラ
ンタリー活動奨励賞を頂くことができた。

うか。余談だが、私の子どもも高校生となり、今
回、この事業報告書のグラフを手伝ってくれた。

子どもはいつまでも子どもではない。そのことを大
人は忘れてはならない。

昨年度の事業報告書に書いたが、市町村の公的
機関と民間団体が共同で、取り組んでいくことが急
務である。今回、神奈川県から奨励賞を頂けたこ
とは、公的機関との縁を繋げる一歩として来年度

一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター

人は忘れてはならない。
（一社）びじっと・離婚と子ども問題支援センター
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とは、公的機関との縁を繋げる一歩として来年度
に活かしていきたいと思う。


